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超小型衛星 NinjaSatは、国際宇宙ステーションから放出される 6U CubeSatサイズの超小型 X線望遠鏡であ
り、2023年に打ち上げを予定している。NinjaSat には 1U サイズのガスX線検出器 (GMC) を 2台搭載し、高
速自転する中性子星や明るいブラックホール連星などを主な観測ターゲットとして運用することを想定している。
GMCのガスセルには高電圧を印加するため、過剰な荷電粒子の入射による放電からGMCを保護することを

目的として、放射線帯モニター (RBM) も 2台搭載する。RBMはオーロラ帯や南大西洋異常帯におけるGMCの
電圧抑制運用のフェールセーフ機能を担う他、太陽フレアなどに伴い突発的に到来する荷電粒子からGMCを保
護する役割も担う。RBMのセンサー部分には、電子や陽子に感度を持つ 9 mm 角の Si-PINフォトダイオードを
使用しており、ビーム試験によって高レートの荷電粒子に対してもGMCを保護できる応答性能があることを確
認した。また、陽子と電子に対する応答の違いを利用し、どちらのレートが上昇してもGMC保護機能が動作す
るように設計している。
RBMはすでにフライトモデルの開発に進んでおり、熱真空試験や振動試験を順次実施する予定である。本発

表では、RBMの開発および環境試験の結果について報告する。


